
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年９月 南魚沼市議会定例会 
一般質問順位表 

質問順位 議席番号 質  問  者 日程 

1 11 塩  川  裕  紀 

８日 

（月） 

2 14 寺  口  友  彦 

3 6 田 中  せ つ 子 

4 7 中  沢  道  夫 

5 8 永  井  拓  三 

6 4 目  黒  哲  也 

7 9 勝  又  貞  夫 

９日 

（火） 

8 13 佐  藤     剛 

9 16 鈴  木     一 

10 18 牧  野     晶 

11 19 桑  原  圭  美 

12 5 梅  沢  道  男 

13 10 吉  田  光  利 

１０日 

（水） 

14 2 川 辺  き の い 

15 3 大  平     剛 

16 15 中  沢  一  博 

17 22 関     常  幸 

計  １７名 



 

 

 

 

 

 

 

【質問方式】（質問制限時間は、いずれも答弁時間を含め 60 分）  

 

一括質問一括答弁方式：  全質問項目を一括して行い、答弁も一括して行う。 

（初回は登壇して行い、質問回数は３回まで。）  

一問一答方式：  質問及び答弁を一問ずつ行う。（ただし初回の質問

は、登壇して最初の質問項目のみをまとめて行う。

質問回数に制限なし）  

複合型一問一答方式：  一問一答方式において、質問大項目の最初の質問

はまとめて行い、以降は一問ずつ行う。（質問回数

に制限なし）  



－1－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１ 
 

   児童生徒の不登校について 

 

   文部科学省が毎年度実施している調査の令和５年度の結果によ

ると、小中学校の不登校児童生徒数は過去最多を更新した。不登

校の問題は一部の子供たちの問題ではなく、その対応は全国的に

大きな課題となっている。市においても例外ではなく、少なから

ず学校に行けない子供たちがいる状況にある。そこで、市の現状

と今後の取組について伺う。 

 

 （１）市の小中学校における不登校児童生徒数の推移を県や全国の

平均と比較して、どのような特徴があるか。  

 

 （２）不登校児童生徒と保護者のニーズに合った支援の現状は。  

 

 （３）在宅学習やリモートでの授業参加を認める柔軟な対応につい

て、市の方針は。 

 

 （４）メタバースを活用した、自宅に居ながらオンラインで通える

居場所を整備する考えは。 

 

 （５）不登校児童生徒の個々の能力、長所を伸ばす支援の現状と今

後の考えは。 

議 席 

１１  

塩

川

裕

紀 

（
一
問
一
答
方
式
） 
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質 問

順 位 
質  問  内  容  

２ 
 

 １ 保育園適正配置について 

 

   保育園適正配置の基本的な方針として、複合施設を加える考え

はないか。 

 

 

 ２ 地域脱炭素移行・再エネ推進交付金について  

 

   市の保有する遊休地に太陽光発電所や蓄電池変電所など、新た

な視点での企業誘致を調査研究する時期ではないか。  

 

 

 ３ 官民連携手法ウォーターＰＰＰ導入について  

 

   ウォーターＰＰＰ方式で、市の上下水道事業をどう変えようと

しているのか。 

 

 

 ４ 道の駅再整備事業について 

 

   国土交通省の集中降雪時も含めた防災機能強化と市の防災基地

としての道の駅南魚沼をどう連携させていくのか。  

 

 

議 席 

１４  

寺

口

友

彦 

（
一
問
一
答
方
式
） 



－3－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

３ 
 

   ゆきぐに健友館ＡＩを活用した健康づくりの推進について  

 

   新聞報道では、厚生労働省が令和８年度から住民のがん検診受

診歴を努力義務として市区町村で把握する仕組みを導入するとし

ている。 

   市では令和８年度に浦佐にある健友館がゆきぐに健友館ＡＩと

して南魚沼市民病院隣に新築移転し、健診事業を開始する。しか

し、具体的な申し込み方法や移動手段等の内容は示されていない。

総合計画の基本施策「こころとからだの健康づくりの推進」とし

て掲げている健康診査内容の充実と受診しやすい環境整備が重要

と考える。 

 

 （１）令和６年度の特定健診（国保ドック・集団健診）受診率目標

値は 60％であったが、その取組と評価は。 

 

 （２）新健診施設の新たな食育や交流スペース等を活用して、受診

率アップにつなげる考えはあるか。 

 

 （３）厚生労働省の通知では勤務先の健診も含めて住民の受診歴を

把握することを努力義務とするというが、市の準備はどう進め

るのか。 

 

 （４）令和８年度の住民健診や人間ドックの申し込み方法や内容に

変更はあるか。 

 

 （５）令和８年度ＡＩオンデマンド交通の実証運行を開始予定とあ

るが、受診するための交通手段の確保はいつ具体的に示される

か。 

議 席 

６  

田

中

せ

つ

子 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－4－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

４ 
 

 １ 市民バスの利便性向上について伺う 

 

 （１）ゆきぐに大和病院の診療所化に伴い、入院機能が市民病院に

集約された。市民病院の受診者の利便性の向上も含め、大和地

域包括医療センターから市民病院への直通バスを運行する考え

はないか。 

 

 （２）デマンド交通導入に向けた検討は。 

 

 （３）公共交通の確保は、市民に対する重要なサービスだと考える

が、市長の認識は。 

 

 

 ２ 米の価格高騰の下で米政策に対する市長の考えを伺う  

 

   今回の米の価格高騰は、生産者の間では歓迎する声もあるが、

逆に米離れによる価格の暴落を心配する声も聞く。そうした点か

ら伺う。 

 

 （１）主食米の安定供給は、国民に対するインフラ整備だと考える

が、市長の認識は。 

 

 （２）米の安定供給には、農家に対する所得補償・価格保障が欠か

せないが、農業者戸別所得補償制度の復活や中山間地等直接支

払制度の充実を求める考えはないか。  

 

 （３）新規就農者を確保するための市独自の取組は。  

 

議 席 

７  

中

沢

道

夫 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 



－5－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

５ 
 

   市内共通リフト乗車証について 

 

   現在、市は雪にまつわるエネルギー・環境事業や食品の付加価

値向上にまつわるマーケティング事業を展開している。市の対外

イメージ向上を図る一方で、学校教育でのスキー教室の実施回数

などは減っているという市民と雪の親和には相反する現実があ

る。 

雪国で生まれ育つことのすばらしさは、雪をポジティブに捉え

られるようスポーツを通して雪を愛する心を高めていくことであ

ると考える。今のままでは、市民のスキー離れが進み、いくら雪国

の観光資源がスキーであったとしても、市民が地元でスキーをす

る機会をつくれないことはもったいないと感じる。  

これまでの議会の一般質問や質疑で、市民誰もが購入すること

ができる市内共通リフト乗車証の必要性を訴え、答弁を受けてき

た。それを踏まえて、改めて以下のとおり質問する。  

 

 （１）市民の誰もが買うことのできる市内共通リフト乗車証につい

て、アンケート調査を行う必要があると思うがいかに。  

 

 （２）令和６年度に実施した市民限定のスキー場リフト一日割引券

の利用に関して、結果はどうであったか。  

 

 （３）コストはかかるが、市民の娯楽・健康増進・地域プライドの

醸成・移住の推進など様々なことに市内共通リフト乗車証を使

うことで効果が出ると思う。 

    コストと市民が求めていることのバランスを市はどのように

考えているか。 

 

議 席 

８  

永

井

拓

三 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－6－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

６ 
 

   南魚沼の食のブランディングに向けて  

 

   日本政府観光局の調べによると、今後行きたい旅行先として、

東アジア・東南アジア地域では、10 市場中９市場で日本が選択率

で首位、欧米豪・インド・中東地域でも大半の市場において日本

の選択率が上位５位以内となった。 

   国外旅行実施者の国外旅行先での行動では、全ての地域におい

て「その土地ならではの料理」が５割弱を占め、最も多い。国外

旅行を行う際の主な目的に関する設問では、「ガストロノミー・美

食」を選択した回答者が最も多く、その推計市場規模は１億 4,500

万人に上る。いずれの地域においても、「ガストロノミー・美食」

は、主な目的として上位５位以内に入っているが、特に東アジア

地域においては、最も多く５割を超えており、食を重視している

ことが分かる。 

   このように旅行における食への関心は非常に高い。良質な水、

豊富で質の高い食材、伝統的な食文化のある南魚沼の食のブラン

ディングに向けては、地域と共に創り、長い年月をかけて育んで

いくことが重要である。そこで将来的な構想として以下の５点に

ついて伺う。 

 

 （１）食に注目する自治体の増加により競争は激化している中で、

どのように南魚沼ならではの地域資源の価値を共有し、維持・

活用に向けた体制を整備していくのか。  

 

 （２）ブランディングを支える生産者や料理人等の育成や支援は。  

 

 （３）ブランディングに向けて、国が進めている官民共創拠点「農

林水産地方創生センター」を創設し、官民共創で南魚沼の食を

育んでいく考えはないか。 

 

 （４）世界トップクラスの料理専門学校カリナリー・インスティテ

ュート・オブ・アメリカと提携する考えはないか。  

 

 （５）ユネスコ食文化創造都市を目指す構想はあるか。  

 

議 席 

４  

目

黒

哲

也 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－7－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

７ 
 

 １ 水道事業の衛生管理について 

 

   畔地浄水場の大型水槽や配水池、管路などの衛生管理をどのよ

うに行っているのか。  

 

 

 ２ 城内診療所の今後の運営について 

 

   城内診療所が市民病院の附属機関になり、週１日半の診療で２

年が経過した。その経営全体の問題点があるとすればどのような

ことか。今後、診療日数を増やす考えはないか。  

 

 

 ３ 市の予算書・決算書の書式について 

 

   県外の自治体の予算書・決算書を見ると、当市のものよりさら

に分かりやすい書式のものがある。今後、検討してみるのもよい

と思うが、市の考え方を問う。 

 

 

 ４ 防犯カメラと公用車のドライブレコーダーの設置について  

 

 （１）公共施設の防犯カメラの今後の設置予定は。  

 

 （２）市が所有する公用車のドライブレコーダーの設置状況と今後

の予定は。 

議 席 

９  

勝

又

貞

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－8－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

８ 
 

 １ 不登校児童生徒に学校だけではない自立のための学びの場を  

 

   不登校支援の在り方として、従来の学校復帰を中心にした支援

から、子供たちが安心できる場所で自分のペースで学び、自立、

生きる力を培う学校だけではない学びの場として、子ども・若者

相談支援センターの機能の充実が必要ではないか。  

   また、誰一人取り残さない学びの保障に向け、県下でも学びの

多様化学校設置の動きもあるが検討の考えはあるか。  

 

 

 ２ 少子化と高齢化が同時に進む将来を見据えた行財政運営を  

 

 （１）人口減少が続く中で山積する行政課題の解決には、確実な財

源確保と将来負担を見通した財政計画が必要だ。さらに不確実

性の高い時代に実効性ある財政計画のためには毎年の社会情

勢、経済情勢を分析し、更新する中期財政フレームの作成と公

表が必要ではないか。今進めている次期財政計画の方針と進捗

はどうか。 

 

 （２）多くの行政課題の解決には、政策展開過程での市民参加で市

民の理解と信頼を得ることは欠かせない。このことで、限られ

た財源の中でも市民が満足できる効果的、効率的な事業成果に

つながると考えるが、市民参加をどう進めるか。  

 

 （３）人口減少、高齢化が進む中で、まずは今住む市民が暮らし続

け、さらにその上で人の流れ、経済の流れにつながる環境整備

が必要だ。 

    そのための第一歩として、立地適正化計画の浦佐地区都市機

能誘導区域への商業施設の誘致で、立地環境と地域資源を最大

限生かす施策が必要ではないか。 

 

議 席 

１３  

佐

藤

 

剛 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－9－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

９ 
 

 １ 土地改良事業について 

 

 （１）土地改良事業について、国ではなく、県の要件として耕作地

の 20％は米以外の作物を作れという方針である。この県の要件

で土地改良事業が頓挫している地区がある。市としてどう考え

ているか。これの撤廃を県に求めるべきではないか。  

 

 （２）仮調印が終わって、採択まで何年もかかる。工事完了には 10

年ほどかかる。その間に後継者がいなくなり、集約も進まず、

米農家が減少していく。市としてどう考えているか。  

 

 

 ２ 民泊の法規制について 

 

   全国的にインバウンドによる旅行者、日本人も利用すると思わ

れる民泊の軒数を市として把握できているか。また、消防等によ

る法的な規制があるのなら、査察の具体的内容について伺う。  

 

 

 ３ コンサルタント委託について 

 

   給食センターの建て替えや道の駅再整備等をコンサルタントに

委託する意味はどうなのかを伺う。 

議 席 

１６  

鈴

木

 

一 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－10－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１０ 
 

 １ 市内の人手不足・若者定住対策の推進を  

 

 （１）南魚沼市はたらく若者奨学金返還支援事業補助金について、

奨学金返済を支援する趣旨はよいが、条件が厳しいと感じる。

人手不足の状況を考えると、もっと簡潔明瞭で、市が支援をし

ているというメッセージを込めた制度設計にするべきと考える

がどうか。 

 

 （２）奨学金を借りていない人とで不公平になるという考えに対し

て、市内に若者が残って一定期間就労したら祝い金を支給する

という方法は一つの不公平感の解消になるのではないか。  

 

 

 ２ 雪国での車の自動運転への取組を 

 

   雪の降らない地域と比べ、雪国での自動運転のハードルは高い

と感じる。雪の降る地域での自動運転への取組を研究するべきと

考えるがどうか。 

 

議 席 

１８  

牧

野

 

晶 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－11－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１１ 
 

   小中学生の教育の充実について 

 

   人口減少に伴い、市内の学区再編や高校受験の方法まで影響が

及んでいる。しかし、何よりも重要なのは教育の中身の充実であ

る。 

   令和４年に第２次南魚沼市教育基本計画が示されたが、教育の

中身の充実と並行して、多くの課題を克服しなければならない状

況になっている。 

   多様化する個人の価値観と大きく変化する社会情勢に対応でき

る教育環境の整備がなされているか、議論していきたい。  

 

 （１）安心・安全で、活気に満ちた学校づくりについて  

 

 （２）意欲を高め、確かな学力を育成する教育の推進について  

 

 （３）心身の健康を育む教育環境の充実について  

 

 （４）夢、未来、希望を育む教育の推進について  

 

 

議 席 

１９  

桑

原

圭

美 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－12－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１２ 
 

 １ 災害時の避難生活におけるトイレ環境の改善対策について  

 

   市では、災害時対応としてトイレトラックの導入を決定し、そ

の費用の一部を賄うため、クラウドファンディングも開始した。  

   さらに、トイレトラックの導入後は、災害派遣トイレネットワ

ークにも参加するとしている。 

   このように、多くの自治体に先駆けたトイレトラックの導入は、

災害時に市民を守ろうという強い市の姿勢を示すもので、重要な

取組であると考えるが、このトイレトラックの導入を機に、災害

時のトイレトラックの運用や避難所におけるトイレ環境の改善、

さらには災害時のトイレ問題の啓発等に対する市の今後の方針や

考えについて伺う。 

 

 

 ２ 保育園での食育の推進に向けた完全給食の実施について  

 

   保育園の給食への主食提供（完全給食）は、食育を推進するた

めにも重要な取組だと考える。 

   特に、保育園で子供たち自身でお米を研いだり、炊飯器を使い

炊飯することで、自分たちが頑張って作った炊き立てのご飯を食

べることは、まさに食育そのものである。  

   公立保育園においても全日完全給食を試行し、有効であれば実

施すべきだと思うが、市長の考えを伺う。  

議 席 

５  

梅

沢

道

男 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－13－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１３ 
 

 １ 南魚沼ブランドの発信と育成について  

 

   市長は就任以来トップセールスマンとして南魚沼ブランドの発

信と育成に注力し、ふるさと納税返礼品での地域産業の活性化や

財政健全化に大きな成果を上げた。全国的に南魚沼ブランドの知

名度は格段に上がり注目されている。  

 

 （１）全国的な南魚沼ブランドの知名度の変化をどのように分析し

ているか。 

 

 （２）南魚沼ブランド力向上を図るための発信戦略は。  

 

 （３）さらなる成長には、米に次ぐブランド育成が必要であるが、

どのように考えているか。 

 

 

 ２ 医師不足解消の取組について 

 

   医療のまちづくりでの総合努力により、医師不足の改善を図っ

ているが現状の取組を伺う。 

 

 （１）現状の医師充足度はどのように捉えているか。  

 

 （２）開業支援は有効な医師確保施策だと思うが、手応えと反応は。 

 

 

 ３ 本庁舎外壁整備について 

 

   市の顔である本庁舎外壁の汚れはイメージダウンであり、最優

先に修繕すべきではないか。 

議 席 

１０  

吉

田

光

利 

（
一
問
一
答
方
式
） 
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質 問

順 位 
質  問  内  容  

１４ 
 

 １ 認知症介護の負担を軽減する施策を 

 

 （１）グループホームは施設サービスではないため、食費、居住費

の減額制度が適用されない。全国には、独自に支援事業を行っ

ている自治体や行政連合がある。市独自で支援できないか。  

 

 （２）グループホームの需要に応えて、さらなる施設整備を進める

べきと考えるが、計画はあるか。 

 

 （３）特別養護老人ホームの入所要件は、要介護３以上だが、特例

が認められている。要介護２以下の認知症患者を特例として、

施設入所が可能となるよう市独自の施策を講じてはどうか。  

 

 

 ２ 新ごみ処理施設整備とカーボンニュートラルについて  

 

 （１）ごみの減量目標とそれを達成させるための施策・手法につい

て伺う。 

 

 （２）ＤＢＯ方式では、ごみ減量化の推進にどのような作用が働く

のか。 

 

 （３）プラスチック資源循環促進法によって、大量に燃やすことか

ら、資源循環へと大転換された。新ごみ処理施設は発電設備を

設置するということだが、３Ｒを積極的に推進し、燃えるごみ

を減らすという考えと矛盾するのではないか。  

 

 （４）南魚沼市地球温暖化対策実行計画の事務事業編によれば、2030

年度は二酸化炭素の排出量を 2013 年度の 50％に半減させる計

画になっている。2030 年度は、新ごみ処理施設の稼働時期であ

り、どこまで減らすのか。全体の排出量に対する廃棄物処理の

占める割合をどのように算定しているのか。  

議 席 

２  

川

辺

き

の

い 

（
一
問
一
答
方
式
） 
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質 問

順 位 
質  問  内  容  

１５ 
 

 １ ごみ収集について 

 

 （１）ごみ収集における分別不足による未回収の現状と今後の対策

は。 

 

 （２）新ごみ処理施設建設後の収集運搬業務の考え方は。  

 

 

 ２ 市役所の職場環境の整備について 

 

   この夏、冷房設備の不調で本庁舎内の温度、湿度が適切ではな

い日があると感じたが、実際の状況と今後の対策について問う。  

 

議 席 

３ 

大

平

 

剛 

（
一
問
一
答
方
式
） 
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質 問

順 位 
質  問  内  容  

１６ 
 

 １ 少子高齢化社会に向けた今後の具体的施策について  

 

   市においても少子化の進行は深刻な課題であり、地域の持続可

能性を左右する重要なテーマである。子育て世代が安心して暮ら

し、地域に根を張るためには、行政による包括的かつ先進的な支

援が不可欠である。あわせて高齢者が安心して暮らし続けられる

地域づくりへどう進めるか、具体的取組を伺う。  

 

 （１）市独自の先進的施策である出産応援緊急５か年事業及び介護

人材確保緊急支援５か年事業の評価と未来を見据えた発展的取

組は。 

 

 （２）超高齢化社会における 12 地区の地域コミュニティの具体的推

進は。 

また、高齢者の買物難民対策や移動手段の確保の進捗状況は。 

 

 （３）在宅要介護高齢者家族手当の拡充を。  

 

 

 ２ 熱中症から命を守る学校の環境づくり推進について  

 

   猛烈な暑さが続く中、より安全な下校環境づくりをどう推進す

るか。多くの保護者から心配の声が寄せられている。  

   学校での教室等の環境づくりは、エアコン等の設置で完備した。

今後は市として体育館の空調設備を急ぐ必要があると考える。  

   下校時と学校での熱中症対策として首を冷やす備品（ネックク

ーラーなど）の提供や支援が必要ではないか。  

議 席 

１５  

中

沢

一

博 

（
一
問
一
答
方
式
） 
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質 問

順 位 
質  問  内  容  

１７ 
 

 １ 「農は国の基なり」南魚沼市の農業・コシヒカリについて  

 

   先人の皆さんが汗と技術で今日のコシヒカリを築き上げた。そ

のコシヒカリは、ふるさと納税で名実ともに日本一の座に君臨し

た。さらなる高みを目指し、日本一の座を不動とするため、市民

53,000 人がコシヒカリの聖地と思い、様々な活動を展開する。  

   行政と農協と生産者と消費者と観光・商工業者が参加するコシ

ヒカリの聖地推進協議会（仮称）を設立することが大切だと思う

が、市長の考えを伺う。  

 

 

 ２ 「国の基はひとづくり」南魚沼市の教育・学力について  

 

   市内の小学生・中学生の学力は、新潟県・全国平均を下回って

いる。原因はメディア利用により、家庭の学習時間が少ないこと

である。学校現場では、その解決のために家庭の連携も含め学力

を命題として対応しているがなかなか改善されない。  

   家庭での時間の過ごし方が問題なので道徳という視点から、親・

子供・地域が共に学ぶことが、時間はかかるが学力向上につなが

ると考える。 

   市の教育基本計画の真ん中に道徳教育を据えることについて、

市長の考えを伺う。 

 

 

 ３ 南魚沼市の将来について 

 

   市民が最近、空き家が増え、年寄りばかりになり、子や孫たち

の将来はどうなるのだろうと心配したり、不安をいだくようにな

った。 

   子供から高齢者まで全ての人が読める市の将来を描いた小冊子

が必要だと思うが、市長の考えを伺う。  

   そして、直江兼続公が民のために掲げた義と愛を市のまちづく

りの理念としたらどうか、市長の考えを伺う。  

議 席 

２２  

関

 

常

幸 

（
一
括
質
問
一
括
答
弁
方
式
） 
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